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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面が開口するとともに他面に複数の開口部を有する略箱体の外カバー及び一面が開口
した略箱体の外ボディから成り、外カバー及び外ボディの各開口を接ぎ合わせて構成され
る筐体と、筐体の開口部に取り付けられてプラグの栓刃がそれぞれ挿入される栓刃挿入孔
を有する複数のプラグ差込部と、筐体内に収納されてプラグ差込部の栓刃挿入孔に挿入さ
れたプラグの栓刃をそれぞれ受ける複数の刃受部と、筐体の開口部に取り付けられて筐体
の表面に露出した操作部のオン／オフ操作に応じて外部電源から刃受部への通電をオン／
オフするスイッチ機構を有したスイッチと、スイッチの操作部を覆うとともに筐体内部に
おいて開口部周縁と密着する第１のパッキンと、プラグ差込部の栓刃挿入孔を囲繞して筐
体内部において開口部周縁と密着するとともに、栓刃挿入孔を介してプラグの栓刃を筐体
内の刃受部に接触接続した際に、プラグにおける筐体との対向面と密着する第２のパッキ
ンとを備え、筐体内には、各刃受部を個別に保持する複数の中ボディが設けられ、刃受部
には、中ボディとプラグ差込部との間に設けられて刃受部の移動を規制する押さえ部が中
ボディの外側に配設されるように一体に形成されたことを特徴とするテーブルタップ。
【請求項２】
　一面が開口するとともに他面に複数の開口部を有する略箱体の外カバー及び一面が開口
した略箱体の外ボディから成り、外カバー及び外ボディの各開口を接ぎ合わせて構成され
る筐体と、筐体の開口部に取り付けられてプラグの栓刃がそれぞれ挿入される栓刃挿入孔
を有する複数のプラグ差込部と、筐体内に収納されてプラグ差込部の栓刃挿入孔に挿入さ
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れたプラグの栓刃をそれぞれ受ける複数の刃受部と、筐体の開口部に取り付けられて筐体
の表面に露出した操作部のオン／オフ操作に応じて外部電源から刃受部への通電をオン／
オフするスイッチ機構を有したスイッチと、スイッチの操作部を覆うとともに筐体内部に
おいて開口部周縁と密着する第１のパッキンと、プラグ差込部の栓刃挿入孔を囲繞して筐
体内部において開口部周縁と密着するとともに、栓刃挿入孔を介してプラグの栓刃を筐体
内の刃受部に接触接続した際に、プラグにおける筐体との対向面と密着する第２のパッキ
ンとを備え、筐体内には、各刃受部を個別に保持する複数の中ボディが設けられ、刃受部
には、中ボディとプラグ差込部との間に設けられて刃受部の移動を規制する押さえ部が中
ボディの内側に配設されるように一体に形成されたことを特徴とするテーブルタップ。
【請求項３】
　前記刃受部には、押さえ部と一体に形成される位置決め用突起が設けられ、筐体内部に
は、位置決め用突起が嵌合することで押さえ部を位置決めする嵌合凹所が設けられたこと
を特徴とする請求項１又は２記載のテーブルタップ。
【請求項４】
　前記スイッチは、複数の操作部と、各操作部のオン／オフ操作に応じて外部電源から各
刃受部への通電を個別にオン／オフする複数のスイッチ機構とを有し、筐体内には、各操
作部及びスイッチ機構を個別に保持する複数のハウジングが設けられたことを特徴とする
請求項１乃至３の何れか１項に記載のテーブルタップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テーブルタップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、プラグの栓刃が挿入される栓刃挿入孔を有する複数のプラグ差込部が表面に
露設された筐体を有し、筐体の内部に、各栓刃挿入孔から内部に挿入される栓刃をそれぞ
れ受ける複数の刃受部と、筐体の表面に露設された操作部のオン／オフ操作に応じて外部
電源から刃受部への通電をオン／オフする１つ以上のスイッチとを収納したスイッチ付き
テーブルタップが提供されている（例えば、特許文献１参照）。この種のスイッチ付きテ
ーブルタップの従来例を以下に示す。
【０００３】
　この従来例は、図８に示すように、一面が開口した略箱体の外カバー１００及び外ボデ
ィ１０１の各開口を接ぎ合わせて成る矩形箱状の筐体１０２を備え、筐体１０２の図８（
ｂ）における上面には、プラグ（図示せず）の一対の栓刃（図示せず）がそれぞれ挿入さ
れる一対の栓刃挿入孔１０３ａを有するプラグ差込部１０３を筐体１０２の長手方向に沿
って２つ並設するとともに、筐体１０２の長手方向における一端側の側面にもプラグ差込
部１０３を１つ設けている。また、各栓刃挿入孔１０３ａから筐体１０２内部に挿入され
る栓刃をそれぞれ受ける３つの刃受部（図示せず）への通電を一括してオン／オフするス
イッチの操作部１０４を前記２つのプラグ差込部１０３とともに筐体１０２の長手方向に
沿って並設している。
【特許文献１】特開２００７－１０３２５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記従来例では、特許文献１と同様に筐体１０２の内部に３つの刃受部を一
括して保持する１個の中ボディ（図示せず）が設けられている。ここで、プラグ差込部１
０３及び刃受部の個数を増やすと、筐体１０２の長手方向の寸法が大きくなり、これに伴
って中ボディの長手方向の寸法も大きくしなければならない。しかしながら、中ボディは
長手方向の寸法が大きくなると、中ボディの長手方向の両端部において厚み方向に反りを
生じ易くなるため、中ボディの反りによって外カバー１００及び外ボディ１０１が押され
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て外カバー１００と外ボディ１０１との間に隙間が生じ、該隙間から水が筐体内部に浸入
する虞があった。
【０００５】
　本発明は、上記の点に鑑みて為されたもので、プラグ差込部及び刃受部の個数を増やし
ても筐体内部に水が浸入するのを防ぐことができるテーブルタップを提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明は、上記目的を達成するために、一面が開口するとともに他面に複数の
開口部を有する略箱体の外カバー及び一面が開口した略箱体の外ボディから成り、外カバ
ー及び外ボディの各開口を接ぎ合わせて構成される筐体と、筐体の開口部に取り付けられ
てプラグの栓刃がそれぞれ挿入される栓刃挿入孔を有する複数のプラグ差込部と、筐体内
に収納されてプラグ差込部の栓刃挿入孔に挿入されたプラグの栓刃をそれぞれ受ける複数
の刃受部と、筐体の開口部に取り付けられて筐体の表面に露出した操作部のオン／オフ操
作に応じて外部電源から刃受部への通電をオン／オフするスイッチ機構を有したスイッチ
と、スイッチの操作部を覆うとともに筐体内部において開口部周縁と密着する第１のパッ
キンと、プラグ差込部の栓刃挿入孔を囲繞して筐体内部において開口部周縁と密着すると
ともに、栓刃挿入孔を介してプラグの栓刃を筐体内の刃受部に接触接続した際に、プラグ
における筐体との対向面と密着する第２のパッキンとを備え、筐体内には、各刃受部を個
別に保持する複数の中ボディが設けられ、刃受部には、中ボディとプラグ差込部との間に
設けられて刃受部の移動を規制する押さえ部が中ボディの外側に配設されるように一体に
形成されたことを特徴とする。
【０００７】
　請求項２の発明は、上記目的を達成するために、一面が開口するとともに他面に複数の
開口部を有する略箱体の外カバー及び一面が開口した略箱体の外ボディから成り、外カバ
ー及び外ボディの各開口を接ぎ合わせて構成される筐体と、筐体の開口部に取り付けられ
てプラグの栓刃がそれぞれ挿入される栓刃挿入孔を有する複数のプラグ差込部と、筐体内
に収納されてプラグ差込部の栓刃挿入孔に挿入されたプラグの栓刃をそれぞれ受ける複数
の刃受部と、筐体の開口部に取り付けられて筐体の表面に露出した操作部のオン／オフ操
作に応じて外部電源から刃受部への通電をオン／オフするスイッチ機構を有したスイッチ
と、スイッチの操作部を覆うとともに筐体内部において開口部周縁と密着する第１のパッ
キンと、プラグ差込部の栓刃挿入孔を囲繞して筐体内部において開口部周縁と密着すると
ともに、栓刃挿入孔を介してプラグの栓刃を筐体内の刃受部に接触接続した際に、プラグ
における筐体との対向面と密着する第２のパッキンとを備え、筐体内には、各刃受部を個
別に保持する複数の中ボディが設けられ、刃受部には、中ボディとプラグ差込部との間に
設けられて刃受部の移動を規制する押さえ部が中ボディの内側に配設されるように一体に
形成されたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項３の発明は、請求項１又は２の発明において、刃受部には、押さえ部と一体に形
成される位置決め用突起が設けられ、筐体内部には、位置決め用突起が嵌合することで押
さえ部を位置決めする嵌合凹所が設けられたことを特徴とする。
【０００９】
　請求項４の発明は、請求項１乃至３の何れか１項の発明において、スイッチは、複数の
操作部と、各操作部のオン／オフ操作に応じて外部電源から各刃受部への通電を個別にオ
ン／オフする複数のスイッチ機構とを有し、筐体内には、各操作部及びスイッチ機構を個
別に保持する複数のハウジングが設けられたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１の発明によれば、各刃受部を個別に保持する複数の中ボディを設けたので、複
数の刃受部を一括して１個の中ボディで保持する場合と比較して中ボディの反りが低減さ
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れ、したがって外カバー及び外ボディが中ボディの反りによって押されて外カバーと外ボ
ディとの間に隙間を生じることがないので、プラグ差込部及び刃受部の個数を増やしても
筐体内部に水が浸入するのを防ぐことができる。また、中ボディとプラグ差込部との間に
設けられて刃受部の移動を規制する押さえ部を刃受部と一体に形成したので、プラグの栓
刃の挿抜に伴って刃受部が移動するのを防ぐことができ、また、押さえ部を中ボディの外
側に配設したので、刃受部と押さえ部とが中ボディによって隔離され、したがってプラグ
の栓刃の挿抜に伴って刃受部から生じる金属粉によって隣り合う押さえ部同士が短絡する
のを防止することができる。
【００１２】
　請求項２の発明によれば、各刃受部を個別に保持する複数の中ボディを設けたので、複
数の刃受部を一括して１個の中ボディで保持する場合と比較して中ボディの反りが低減さ
れ、したがって外カバー及び外ボディが中ボディの反りによって押されて外カバーと外ボ
ディとの間に隙間を生じることがないので、プラグ差込部及び刃受部の個数を増やしても
筐体内部に水が浸入するのを防ぐことができる。また、中ボディとプラグ差込部との間に
設けられて刃受部の移動を規制する押さえ部を刃受部と一体に形成したので、プラグの栓
刃の挿抜に伴って刃受部が移動するのを防ぐことができ、また、押さえ部を中ボディの内
側に配設したので、押さえ部が刃受部の近傍に配設され、したがってプラグの栓刃の挿抜
時に刃受部が移動するのをより確実に防ぐことができる。
【００１３】
　請求項３の発明によれば、刃受部に、押さえ部と一体に形成される位置決め用突起を設
けるとともに、筐体内部に、位置決め用突起が嵌合することで押さえ部を位置決めする嵌
合凹所を設けたので、刃受部を筐体内部に収納する際に、誤って押さえ部が変形した刃受
部を収納するのを防ぐことができる。また、押さえ部の変形が利用可能な程度の変形であ
れば、嵌合凹所に位置決め用突起を強制的に挿入することで押さえ部の変形を矯正するこ
とができる。
【００１４】
　請求項４の発明によれば、各操作部及びスイッチ機構を個別に保持する複数のハウジン
グを設けたので、複数の操作部及びスイッチ機構を一括して１個のハウジングで保持する
場合と比較してハウジングの反りが低減され、したがって外カバー及び外ボディがハウジ
ングの反りによって押されて外カバーと外ボディとの間に隙間を生じることがないので、
操作部及びスイッチ機構の個数を増やしても筐体内部に水が浸入するのを防ぐことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　（実施形態１）
　以下、本発明に係るテーブルタップの実施形態１について図面を用いて説明する。尚、
以下の説明では、図２（ｂ）における上下左右を上下左右方向とし、図２（ａ）における
上方向を後方向、図２（ａ）における下方向を前方向と定めるものとする。本実施形態は
、図１及び図２（ａ），（ｂ）に示すように、上面を開口した略箱体の外ボディ１０、及
び下面を開口するとともに上面に複数（図示では６つ）の略矩形状の開口部１２を有する
略箱体の外カバー１１から成り、外ボディ１０及び外カバー１１の各開口を接ぎ合わせて
構成される筐体１と、筐体１の開口部１２に取り付けられてプラグ（図示せず）の栓刃（
図示せず）がそれぞれ挿入される一対の栓刃挿入孔１３ａを有する複数（図示では３つ）
のプラグ差込部１３と、筐体１内に収納されてプラグ差込部１３の栓刃挿入孔１３ａに挿
入されたプラグの栓刃をそれぞれ受ける複数組（図示では３組）の刃受部と、筐体１の開
口部１２に取り付けられて筐体１の表面に露出した操作部であるハンドル５のオン／オフ
操作に応じて外部電源（図示せず）から刃受部への通電をオン／オフするスイッチ機構を
有した複数（図示では３つ）のスイッチＳＷとを備える。
【００１７】
　外ボディ１０は、例えば塩化ビニル等の熱可塑性樹脂材料を用いた樹脂成形品から成り
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、図１に示すように、底部の上面から上方に向かって突設される突壁１０ａが、外ボディ
１０の長手方向（左右方向）に沿って等間隔に３つ設けられている。また、一番左側を除
いた各突壁１０ａに挟まれた空間には、それぞれ外ボディ１の底部上面から立設する略矩
形状の一対の立片１０ｂが、外ボディ１の短手方向（前後方向）における略中央に設けら
れている。而して、突壁１０ａ及び立片１０ｂによって後述する中ボディ４及びスイッチ
ＳＷの収納空間が構成され、外ボディ１０の左右方向に沿った前側の３つの収納空間に中
ボディ４が各々収納されるとともに、外ボディ１０の左右方向に沿った後側の３つの収納
空間にスイッチＳＷが各々収納される。また、外ボディ１０の底部の上面から突出して形
成される断面略コ字状の突起に囲まれて成る一対の嵌合凹所１０ｆが、各立片１０ｂに挟
まれる形で３対設けられている。外ボディ１０の左側の側面には、電源コード８を挿通す
るための略矩形状の切欠部１０ｅが形成されている。また、外ボディ１０の底部の上面に
は、外ボディ１０と外カバー１１とを結合するための組立ねじＭが挿通されるねじ挿通孔
１０ｄを備える略円筒状のボス部１０ｃが、外ボディ１０の左右方向に沿って４つ一体に
突設されている。更に、外ボディ１０の底部の上面における左側には、電源コード８の張
力止め用のリブ１０ｈが一体に突設されている。また、外ボディ１０の側壁部の上端面に
は、全面に亘ってその幅方向の中央部に突条１０ｉが一体に突設されている。
【００１８】
　外カバー１１は、例えば塩化ビニル等の熱可塑性樹脂材料を用いた樹脂成形品から成り
、図１に示すように、その上壁部には、プラグ差込部１３及びスイッチＳＷのハンドル５
を露設するための略矩形状の開口部１２が、それぞれ外カバー１１の左右方向に沿って前
側と後側に３つずつ貫設されている。尚、本実施形態では、図２（ａ）に示すように、前
側の３つの開口部１２からプラグ差込部１３が露設され、後側の３つの開口部１２からス
イッチＳＷのハンドル５が露設される。また、外カバー１１の左側の側面には、外ボディ
１０の切欠部１０ｅとともに電源コード８を挿通するための露出孔１ａを構成する略矩形
状の切欠部１１ａが形成されている。一方、外カバー１１の上壁部の下面には、外ボディ
１０のボス部１０ｃと相対する位置に略円筒状のボス部（図示せず）が一体に突設されて
おり、各ボス部には、組立ねじＭ用のねじ孔（図示せず）が、外ボディ１０のボス部１０
ｃのねじ挿通孔１０ｄとそれぞれ連通するようにして形成されている。また、外カバー１
１の上壁部の下面における左側には、上記のリブ１０ｈとで電源コード８を狭持して電源
コード８の張力止めを行うリブ（図示せず）が一体に突設されている。更に、外カバー１
１の側壁部の下端面には、外ボディ１０の突条１０ｉが嵌入される溝部（図示せず）が凹
設されており、外ボディ１０と外カバー１１とを組立ねじＭを用いて結合した際には、突
条１０ｉが溝部の内面に密着することによって、筐体１の防水性及び防塵性を高めている
。
【００１９】
　電源コード８には、図１に示すように、その外周を囲繞する略筒状の筒部８０と、筒部
８０の一端側に設けられた鍔部８１とを一体に備えたゴム等の樹脂成形品から成るブッシ
ングが取り付けられている。ブッシングは、筐体１から引き出された電源コード８の外周
を覆って内部の芯線８ａの屈曲による断線を防止するとともに、電源コード８が挿通され
る露出孔１ａでの防水性及び防塵性を向上させる。
【００２０】
　プラグ差込部１３は、例えば耐トラッキング及び耐熱性に優れるユリア樹脂等の硬質樹
脂材料によって後面が開口した箱状に形成された樹脂成形品から成り、その上壁部には一
対の栓刃挿通孔１３ａが上下方向に貫設されている。また、プラグ差込部１３の上壁部に
は、栓刃挿通孔１３ａを囲繞するとともにプラグ差込部１３と開口部１２の縁部との間に
介在する第２のパッキン１３ｂが一体成形されている。
【００２１】
　第２のパッキン１３ｂは、ゴムやエラストマー等の復元性（弾性）を有する軟質樹脂材
料を用いた樹脂成形品から成り、その下端部には全周に亘ってフランジが一体に形成され
ている。而して、プラグ差込部１３を外カバー１１の開口部１２に取り付ける際に、第２
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のパッキン１３ｂのフランジが筐体１の内部において開口部１２の内周縁と密着し、開口
部１２から筐体１内部に水が浸入するのを防いでいる。また、第２のパッキン１３ｂの上
端部は、プラグ差込部１３の上面よりも上方へと突出するとともに、その外形がプラグに
おける栓刃が突設されている面の外形に収まるように形成されている。このため、栓刃挿
入孔１３ａを介してプラグの栓刃を刃受部に接触接続した際には、プラグにおける栓刃が
突設している面、即ちプラグにおける筐体１との対向面に第２のパッキン部１３ｂの上端
部が密着することになる。この時、第２のパッキン部１３ｂは上述したように復元性（弾
性）を有しているので、プラグ差込部１３とプラグとの間で押し縮められるように変形し
てプラグに密着することで、プラグと筐体１との隙間を無くすことができ、栓刃を水や埃
から保護し、トラッキングや短絡等が生じるのを防ぐことができる。
【００２２】
　刃受部は、それぞれ栓刃を厚さ方向の両側から弾性的に挟持する一対のばね片から成る
第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂを１組として、栓刃挿入孔１３ａから挿通される
プラグの一対の栓刃を受けるようになっている。第１の刃受部２ａは、長尺の金属板から
成る導電板２の長手方向に沿って等間隔に３つ設けられており、導電板２と各第１の刃受
部２ａとの間は、導電板２から前方に向かって延設される第１の延設片２０によって連接
されている。また、第１の刃受部２ａは、導電板２の左端部に設けられた端子部２１に電
線コード８の芯線８ａがかしめ固定されることで外部電源と電気的に接続されている。
【００２３】
　第２の刃受部２ｂは、後方に向かって突出する第２の延設片２２と一体に形成されてい
る。第２の延設片２２の後端部には、略矩形状の台座部２ｈが左方に向かって突出して形
成されており、該台座部２ｈの上面には前後方向に亘って突部２ｇが突設されている。第
２の刃受部２ｂは、一端に芯線８ａがかしめ固定される端子部３０を有する長尺の金属板
から成る端子板３に、後述する開閉子７の開閉動作に応じて電気的に接続されるようにな
っている。即ち、開閉子７の開閉動作に応じて外部電源から端子板３を介して第２の刃受
部２ｂへの通電がオン／オフされるようになっている。
【００２４】
　第１の延設片２０の前端部における右側、及び第２の延設片２２の前端部における左側
には、それぞれ上方に向かって突出する略矩形状の押さえ部２ｃが互いに隣り合うように
一体に形成されている。また、各押さえ部２ｃの下端部には、後方に向かって突出する略
矩形状の位置決め用突起２ｄが一体に形成されている。
【００２５】
　スイッチＳＷは、図１に示すように、使用者によって操作されるハンドル５と、ハンド
ル５に連動して第２の刃受部２ｂと端子板３との電気的接続をオン／オフするスイッチ機
構と、ハンドル５を保持するとともにスイッチ機構を収納したハウジング６とから成る。
【００２６】
　ハンドル５は、下面を開口した略箱体に形成され、その上面の右端部には、該右端部を
押込むことでスイッチＳＷがオンとなることを示す表示部５ａが設けられている。ハンド
ル５の内部には、後述する発光素子ＬＤ及び抵抗Ｒの直列回路と、該直列回路を保持する
ハンドル用ボディ５０が収納される。ハンドル用ボディ５０の下面略中央には、後述する
開閉子７の腕部７ｂの間隔と同程度の内径を有する略円筒状の筒部５０ａが下方向に突出
して形成されている。また、ハンドル用ボディ５０の前壁及び後壁の左右方向における略
中央には、それぞれ外側に向かって突出する軸突起５０ｂが形成されている。
【００２７】
　ハンドル５の上壁には、ハンドル５とほぼ同寸法に形成された第１のパッキン５１が覆
設されている。第１のパッキン５１は、ゴムやエラストマー等の復元性（弾性）を有する
軟質樹脂材料を用いた樹脂成形品から成り、その下端部には全周に亘ってフランジが一体
に形成されている。而して、第１のパッキン５１をハンドル５に覆設した状態でハンドル
５を外カバー１１の開口部１２に取り付けることで、第１のパッキン５１のフランジが筐
体１の内部において開口部１２の内周縁と密着し、開口部１２から筐体１内部に水が浸入
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するのを防いでいる。
【００２８】
　ハウジング６は、例えば合成樹脂成形品から成り上下に開口した角筒形状のカバー６０
と、例えば合成樹脂成形品から成りカバー６０に機械的に結合してカバー６０の下側の開
口を閉塞するベース６１とから成る。カバー６０の上端部において左右方向の略中央には
、前後の壁にそれぞれ略円形状の軸受穴６０ａが貫設されており、ハンドル用ボディ５０
の軸突起５０ｂが軸受穴６０ａに挿入されることによってハンドル５がカバー６０に揺動
自在に枢着される。
【００２９】
　ハウジング６内部には、金属板から成り厚み方向を上下方向と一致させて突部２ｇの上
に載置される本体部７ａと、本体部７ａの左右両端縁からそれぞれ上方へ向かって突設さ
れた腕部７ｂとから成る断面略コ字状の開閉子７が収納されている。開閉子７の左側の腕
部７ｂの左面には可動接点７ｃが設けられている。ここで、前述の端子板３には、固定接
点３ａを保持する接点保持部３１が一体に形成されており、可動接点７ｃに対向する位置
に固定接点３ａが配置される。
【００３０】
　ハンドル用ボディ５０の筒部５０ａには、開閉子７の腕部７ｂの間隔よりも僅かに小さ
い外形を有するコイルばねから成る反転ばね７ｄの一端が収納される。反転ばね７ｄは、
その他端が開閉子７の腕部７ｂに挟持されることにより、ハンドル５と開閉子７とにそれ
ぞれ機械的に結合している。カバー６０の内面には、ハウジング６内部の空間を上下に仕
切る仕切り壁６０ｂが設けられており、ハンドル用ボディ５０の後面が仕切り壁６０ｂに
当接することによってハンドル５の動作範囲が制限されている。また、仕切り壁６０ｂの
略中央部には、反転ばね７ｄが挿通されるばね挿通穴６０ｃが上下に貫設されている。
【００３１】
　以下、スイッチＳＷのスイッチ機構について説明する。反転ばね７ｄは、常に圧縮され
た状態に維持されており、開閉子７が突部２ｇ上で左右の何れに倒れているかに応じて、
その上下方向の中央部を左又は右に突出させるように曲がった姿勢で安定するようになっ
ている。反転ばね７ｄが中央部を左方へ突出させるように曲がった状態では、ハンドル５
は右側に倒れた姿勢となり、開閉子７は左側に倒れた姿勢となる。この状態では、可動接
点７ｃは固定接点３ａに接触しており、第２の刃受部２ｂと端子板３とが電気的に接続さ
れ、外部電源から第２の刃受部２ｂへの通電がオンとなっている。一方、反転ばね７ｄが
中央部を右方へ突出させるように曲がった状態では、ハンドル５は左側に倒れた姿勢とな
り、開閉子７は右側に倒れた姿勢となる。この状態では、可動接点７ｃは固定接点３ａか
ら離れており、第２の刃受部２ｂと端子板３とが電気的に接続されず、外部電源から第２
の刃受部２ｂへの通電がオフとなっている。尚、反転ばね７ｄの前記各状態は、反転ばね
７ｄのばね力によって維持される。
【００３２】
　ここで、例えばハンドル５が右側に倒れている状態において、ハンドル５の左端部を反
転ばね７ｄのばね力に抗って下方へ押操作すると、反転ばね７ｄが最も圧縮される状態を
超えて反転した時に、反転ばね７ｄのばね力によってハンドル５は左側に倒れた姿勢とな
り、外部電源から第２の刃受部２ｂへの通電がオンからオフに切り替えられる。また、こ
の状態からハンドル５の右端部を反転ばね７ｄのばね力に抗って下方に押操作すれば、反
転ばね７ｄのばね力によってハンドル５は右側に倒れた姿勢となり、外部電源から第２の
刃受部２ｂへの通電がオフからオンに切り替えられる。
【００３３】
　更に、ハンドル５には、例えばネオン管のような発光素子ＬＤ及び抵抗Ｒの直列回路が
収納されている。発光素子ＬＤ及び抵抗Ｒの直列回路の一端は、反転ばね７ｄと開閉子７
とを介して第２の刃受部２ｂに電気的に接続され、他端は、軸方向が上下方向に沿ったコ
イルばねから成る導電ばね２ｅを介して第１の刃受部２ａに接続されている。即ち、発光
素子ＬＤは、外部電源から第２の刃受部２ｂへの通電がオンの状態で給電されて点灯する



(8) JP 4976926 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

。尚、導電ばね２ｅは、その下端部を導電板２の左右方向に沿って等間隔に設けられて上
方に突出するばね受け突起２ｆにそれぞれ挿入される。また、カバー６０の仕切り壁６０
ｂには、ばね挿通穴６０ｃの右側において仕切り壁６０ｂの上下に連通して導電ばね２ｅ
が挿通される筒状の導電ばね挿通部６０ｄが設けられている。
【００３４】
　前記各刃受部は、図１に示すように、それぞれ外ボディ１０の左右方向に沿って複数個
（図示では３つ）並設された中ボディ４内に保持される。中ボディ４は、例えば上面を開
口した略箱体に形成された合成樹脂成形品から成り、その左右方向の略中央には、第１の
刃受部２ａと第２の刃受部２ｂとを機械的且つ電気的に隔てる隔壁４０が突設されている
。また、前壁部には、第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂを各々内部に挿通するため
の２つの挿通部４１が左右方向に沿って貫設されている。
【００３５】
　ここで、中ボディ４に第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂを収納した際に、延設片
２０，２２に各々設けられた押さえ部２ｃが中ボディ４の外側に配置される（図３（ａ）
～（ｃ）参照）。押さえ部２ｃは、図３（ｂ）に示すように、プラグ差込部１３と外ボデ
ィ１０との間に配設され、第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂの上下方向の移動を規
制する。而して、プラグの栓刃の挿抜時に、挿抜に伴って第１の刃受部２ａ及び第２の刃
受部２ｂが移動するのを防ぐことができる。また、押さえ部２ｃが中ボディ４の外側に配
設されるので、第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂと押さえ部２ｃとの間が中ボディ
４の前壁部によって隔てられる。而して、プラグの栓刃の挿抜に伴って第１の刃受部２ａ
及び第２の刃受部２ｂから生じる金属粉が押さえ部２ｃの方に飛散するのを防ぐことがで
き、隣り合う押さえ部２ｃ間が短絡するのを防止することができる。
【００３６】
　また、中ボディ４に第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂを収納する際に、図５（ａ
）～（ｃ）に示すように、押さえ部２ｃと一体に設けられた位置決め用突起２ｄを外ボデ
ィ１０に設けられた嵌合凹所１０ｆに嵌合することで、押さえ部２ｃを筐体１内部に位置
決めすることができる。ここで、例えば押さえ部２ｃが変形している場合には、位置決め
用突起２ｄを嵌合凹所１０ｆに嵌合することができないので、押さえ部２ｃが変形した刃
受部を誤って収納するのを防ぐことができる。また、押さえ部２ｃの変形が利用可能な程
度の変形であれば、嵌合凹所１０ｆに位置決め用突起２ｄを強制的に挿入することで押さ
え部２ｃの変形を矯正することができる。
【００３７】
　上述のように、各刃受部を個別に保持する中ボディ４を外ボディ１０の左右方向に沿っ
て複数個並設したので、全ての刃受部を１個の中ボディ４で保持する場合と比較して、中
ボディ４の長手方向の寸法を小さくすることができる。したがって、中ボディ４の上下方
向における反りが低減されるので、外カバー１１及び外ボディ１０が中ボディ４の反りに
よって押されることがなく、外カバー１１と外ボディ１０との間に隙間が生じるのを防ぐ
ことができ、筐体１内部に水が浸入するのを防ぐことができる。また、スイッチＳＷのハ
ウジング６を外ボディ１０の左右方向に沿って複数個並設したので、全てのスイッチＳＷ
を１個のハウジング６で保持する場合と比較して、ハウジング６の長手方向の寸法を小さ
くできる。このため、スイッチＳＷのハウジング６においても前記と同様の効果を奏する
ことが可能である。尚、本実施形態ではプラグ差込部１３及び刃受部が３組であるが、プ
ラグ差込部１３及び刃受部の個数を増やしても同様の効果を奏することが可能である。
【００３８】
　ところで、本実施形態では中ボディ４の外側に押さえ部２ｃが配設されているが、図４
（ａ）～（ｃ）に示すように、押さえ部２ｃを中ボディ４の内側に配設するようにしても
構わない。この場合、押さえ部２ｃが第１の刃受部２ａ及び第２の刃受部２ｂの近傍に配
設されるので、プラグの栓刃の挿抜時に、挿抜に伴って第１の刃受部２ａ及び第２の刃受
部２ｂが移動するのをより確実に防ぐことができる。
【００３９】
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　（実施形態２）
　以下、本発明に係るテーブルタップの実施形態２について図面を用いて説明する。但し
、本実施形態の基本構成は実施形態１と共通であるので、共通する部位には同一の番号を
付して説明を省略する。本実施形態は、図６及び図７（ａ），（ｂ）に示すように、上面
を開口した略箱体の外ボディ１０、及び下面を開口するとともに上面に複数（図示では３
つ）の略矩形状の開口部１２を有する略箱体の外カバー１１とから成り、外ボディ１０及
び外カバー１１の各開口を接ぎ合わせて構成される筐体１と、筐体１の開口部１２に取り
付けられる複数（図示では３つ）のプラグ差込部１３と、筐体１内に収納される複数組（
図示では３組）の刃受部と、筐体１の開口部１２に取り付けられるスイッチＳＷとを備え
る。
【００４０】
　外ボディ１０は、例えば塩化ビニル等の熱可塑性樹脂材料を用いた樹脂成形品から成り
、その左側面には、電源コード８を挿通するための略矩形状の切欠部１０ｅが形成されて
いる。また、外ボディ１０の底部の上面には、外ボディ１０と外カバー１１とを結合する
ための組立ねじＭが挿通されるねじ挿通孔１０ｄを備える略円筒状のボス部１０ｃが、外
ボディ１０の左右方向に沿って３つ一体に突設されている。更に、外ボディ１０の底部の
上面における左側には、電源コード８の張力止め用のリブ１０ｈが一体に突設されている
。また、外ボディ１０の側壁部の上端面には、全面に亘ってその幅方向の中央部に突条１
０ｉが一体に突設されている。
【００４１】
　外カバー１１は、例えば塩化ビニル等の熱可塑性樹脂材料を用いた樹脂成形品から成り
、図１に示すように、その上壁部には、３つの開口部１２が外カバー１の左右方向に沿っ
て貫設されている。尚、本実施形態では、図６に示すように、一番左側の開口部１２から
スイッチＳＷのハンドル５が露設され、残りの開口部１２からはプラグ差込部１３が露設
される。また、左側面には、外ボディ１０の切欠部１０ｅとともに電源コード８を挿通す
るための露出孔１ａを構成する略矩形状の切欠部１１ａが形成されている。一方、外カバ
ー１１の上壁部の下面には、外ボディ１０のボス部１０ｃと相対する位置に略円筒状のボ
ス部（図示せず）が一体に突設されており、各ボス部には、組立ねじＭ用のねじ孔（図示
せず）が、外ボディ１０のボス部１０ｃのねじ挿通孔１０ｄとそれぞれ連通するようにし
て形成されている。また、外カバー１１の上壁部の下面における左側には、上記のリブ１
０ｈとで電源コード８を狭持して電源コード８の張力止めを行うリブ（図示せず）が一体
に突設されている。更に、外カバー１１の側壁部の下端面には、外ボディ１０の突条１０
ｉが嵌入される溝部（図示せず）が凹設されており、外ボディ１０と外カバー１１とを組
立ねじＭを用いて結合した際には、突条１０ｉが溝部の内面に密着することによって、筐
体１の防水性及び防塵性を高めている。
【００４２】
　また、外ボディ１０及び外カバー１１の右側面には、それぞれ略矩形状の切り欠き１０
ｇ，１１ｂが設けられており、外ボディ１０と外カバー１１とが結合した際にこれらの切
り欠き１０ｇ，１１ｂが開口部１２を構成する。
【００４３】
　各刃受部は、それぞれ第１の刃受部９０ａと第２の刃受部９１ａとから成り、第１の刃
受部９０ａは、長尺の金属板から成る第１の導電板９０において各プラグ差込部１３と対
向する位置にそれぞれ一体に設けられ、第２の刃受部９１ａは、長尺の金属板から成る第
２の導電板９１において各プラグ差込部１３と対向する位置にそれぞれ一体に設けられて
いる。また、各導電板９０，９１の左端部には、後述するスイッチＳＷの第２の端子部６
３に接続される端子部９０ｂ，９１ｂが各々設けられている。
【００４４】
　各刃受部は、それぞれ外ボディ１０の左右方向に沿って複数個（図示では２つ）並設さ
れた中ボディ４内に保持される。中ボディ４は、例えば上面を開口した略箱体に形成され
た合成樹脂成形品から成り、その前後方向の略中央には、第１の刃受部９０ａと第２の刃
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受部９１ａとを機械的且つ電気的に隔てる隔壁４０が突設されている。また、右側に配設
される中ボディ４の右側壁には、第１の導電板９０及び第２の導電板９１の右端部に設け
られる第１の刃受部９０ａ及び第２の刃受部９１ａを露出させるための露出部４２が貫設
されている。
【００４５】
　スイッチＳＷは、ハウジング６の左側面から突設される一対の第１の端子部６２と、ハ
ウジング６の右側面から突設される一対の第２の端子部６３とを備える。第１の端子部６
２は、それぞれ電線コード８の芯線８ａがかしめ固定されることで外部電源と電気的に接
続されるとともに、ハウジング６内部で各第２の端子部６３と電気的に接続されている。
ここで、本実施形態のスイッチ機構は、ハンドル５の押操作に応じて一方の第１の端子部
６２から一方の第２の端子部６３への通電をオン／オフするものであり、その構成及び動
作は実施形態１と同様である。而して、ハンドル５の押操作に応じて外部電源から第２の
端子部６３に接続された第１の導電板９０又は第２の導電板９１の何れか一方への通電が
オン／オフされるので、１つのスイッチＳＷで全ての刃受部への通電を一括して制御する
ことができる。
【００４６】
　上述のように、各刃受部を個別に保持する中ボディ４を複数個並設したので、全ての刃
受部を１個の中ボディ４で保持する場合と比較して、中ボディ４の長手方向の寸法を小さ
くすることができる。したがって、中ボディ４の上下方向における反りが低減されるので
、外カバー１１及び外ボディ１０が中ボディ４の反りによって押されることがなく、外カ
バー１１と外ボディ１０との間に隙間が生じるのを防ぐことができ、筐体１内部に水が浸
入するのを防ぐことができる。尚、プラグ差込部１３及び刃受部の個数を増やしても同様
の効果を奏することができるのは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施形態１のテーブルタップを示す分解斜視図である。
【図２】同上の要部説明図で、（ａ）は上面図で、（ｂ）は器体の短手方向における一端
側から見た側面図である。
【図３】同上の押さえ部の説明図で、（ａ）はカバー及びプラグ差込部及び第１のパッキ
ンを外した状態の上面図で、（ｂ）は器体の長手方向における一端側から見た側面図で、
（ｃ）は要部拡大図である。
【図４】同上の押さえ部の他の構成の説明図で、（ａ）はカバー及びプラグ差込部及び第
１のパッキンを外した状態の上面図で、（ｂ）は器体の長手方向における一端側から見た
側面図で、（ｃ）は要部拡大図である。
【図５】同上の位置決め用突起の説明図で、（ａ）はカバー及びプラグ差込部及び第１の
パッキンを外した状態の上面図で、（ｂ）は（ａ）の要部拡大図で、（ｃ）はＡ－Ａ’線
断面矢視図で、（ｄ）は（ｃ）の要部拡大図である。
【図６】本発明の実施形態２のテーブルタップを示す分解斜視図である。
【図７】同上の要部説明図で、（ａ）は上面図で、（ｂ）は器体の短手方向における一端
側から見た側面図である。
【図８】従来のテーブルタップを示す図で、（ａ）は上面図で、（ｂ）は器体の短手方向
における一端側から見た側面図で、（ｃ）は器体の長手方向における一端側から見た側面
図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　筐体
　１０　外ボディ
　１１　外カバー
　１２　開口部
　１３　プラグ差込部
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　１３ａ　栓刃挿入孔
　１３ｂ　第２のパッキン
　２ａ　第１の刃受部
　２ｂ　第２の刃受部
　４　中ボディ
　５　ハンドル（操作部）
　５１　第１のパッキン
　ＳＷ　スイッチ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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